
運用基準第21号様式（地域まちづくりルール運用状況報告　別紙）　（Ⅴ-２-(3)）
　地域まちづくり組織名　東海道戸塚宿まちづくり倶楽部　　地域まちづくりルール名　東海道戸塚宿まちづくりルール

報告対象期日　平 　 　 　 　 　平成２７年１０月１５日より平成２８年４月１５日
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凡例： ○　ルールに適合している事項　　　△　ルールに配慮した事項　　　
―　ルールに関係しない事項   × ルールに適合しなかった事項

注）この様式は、各地域まちづくりルールの内容に応じて、適宜修正して作成することができます。
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行為の種類
１ 建築
（新築・増
築・改築・そ
の他（　））

２ 開発行為

３ 宅地造成

４ 工作物の建
設

５ その他
（　　）

（配慮事項）ﾏﾝｼｮﾝ販売用モデルルームの用途で、規格プレハブ本体の為、壁面
の分節化又、軒高を合わせることができない。
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